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１前 2 9 １前 2 9

１前 2 2 １前 2 2

１前 　 1 1 2 １前 　 1 1 2

１前 　 1 2 １前 　 1 2

１前 1 1 3 １前 1 3

１後 1 4 １後 1 4

１前 1 8 １前 1 8

－ － － － － －

１前 1 1 １前 1 1

－ － － － － －

１前 1 2 １前 1 2

－ － － － － －

－ －

１後 2 1 １後 2 1

１後 1 1 １後 1 1

１前 1 1 １前 1 1

１後 2 1 １後 2 1

１前 2 1 1 １前 2 1 1

１前 2 1 1 １前 2 1 1

１前 2 3 １前 2 3

１後 2 1 1 １後 2 1 1

１前 2 1 １前 2 1

１前 2 1 １前 2 1

１後 2 1 １後 2 1

１後 1 1 1 １後 1 1 1

－ －

１通 2 1 1 1 １通 2 1 1

－ － － － － －

１通 2 3 1 １通 2 3 1

－ － － － － －

２通 2 1 1 1 ２通 2 1 1

－ － － － － －

２通 2 3 1 ２通 2 3 1

－ － － － － －

救急医療学演習D

（救急医療発展） （救急医療発展）

ライフサイクル救急医療特論

地域救急医療特論 地域救急医療特論

災害時救急医療特論 災害時救急医療特論

小計（12科目） 小計（12科目）

専
攻
専
門
科
目

演
習
科
目

救急医療学演習A

専
攻
専
門
科
目

演
習
科
目

救急医療学演習A

（地域救急医療基礎） （地域救急医療基礎）

救急医療学演習B 救急医療学演習B

（救急医療基礎） （救急医療基礎）

救急医療学演習C

地域健康支援論・演習 地域健康支援論・演習

生命健康科学研究法A

救急医療学演習C

（地域救急医療発展） （地域救急医療発展）

救急医療学演習D

小計（9科目）

専
攻
基
盤
科
目

特
論

運動生理学特論

専
攻
基
盤
科
目

特
論

運動生理学特論

障害者生理学特論 障害者生理学特論

運動解析学特論 運動解析学特論

健康科学特論 健康科学特論

健康増進学特論 健康増進学特論

生涯スポーツ特論 生涯スポーツ特論

生と死の文明論

ヘルスプロモーション論 ヘルスプロモーション論

疾病予防科学概論 疾病予防科学概論

医用技術の未来学 医用技術の未来学

障害科学 障害科学

科目
区分

授業科目
の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目
の名称

配
当
年
次

生命健康科学研究法B

（疫学統計） （疫学統計）

生命健康科学研究法C 生命健康科学研究法C

（基礎・臨床実験研究計画法） （基礎・臨床実験研究計画法）

運動障害特論B（整形外科系）

救急スキル特論 救急スキル特論

運動障害特論A（内科系） 運動障害特論A（内科系）

運動障害特論B（整形外科系）

ライフサイクル救急医療特論

【認可時又は届出時】

（１）－① 授業科目表

２　授業科目の概要

＜生命健康科学研究科　保健医療学専攻（修士課程）＞

小計（9科目）

生命健康科学研究法A

（生命医科学概論） （生命医科学概論）

生命健康科学研究法B

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

研
究
科
共
通
科
目

導
入
科
目

生と死の文明論

研
究
科
共
通
科
目

導
入
科
目
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

33

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

　　　　ください。

　　該当なし

＝ 0 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目・・・該当なし

未開講の理由，代替措置の有無

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目・・・該当なし

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して


	２　授業科目の概要



